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資本準備金の額の減少及び剰余金の処分に関するお知らせ 

 

 当社は、平成 29 年４月 10 日開催の取締役会において、平成 29 年５月 26 日開催予定の当社第

69 回定時株主総会に、下記のとおり資本準備金の額の減少及び剰余金の処分について付議するこ

とを決議いたしましたので、お知らせいたします。 

記 

１．資本準備金の額の減少及び剰余金の処分を行う目的と理由 

   当期の業績は、主力である専門店、百貨店卸売事業の不採算取引の中止を含む収益性改善

や、展開ブランド毎の強みを活かした商品企画並びに店頭品揃え、顧客サービスなどの充実

に注力するとともに、人件費の削減等コスト合理化策に取り組んでまいりましたものの、小

売市場における婦人衣料売上高が前年を大幅に下回る厳しい状況の下、構造改善策実施の費

用等も含め、多額の損失を計上する結果となりました。 

   このため、平成 29 年２月末時点での繰越利益剰余金は 702,519,752 円の欠損を計上してお

ります。当社といたしましては、この繰越欠損を補填し、今後の資本政策の柔軟性の確保と

早期復配体制の実現を目的として、次のとおり資本準備金の額の減少及び剰余金の処分を行

いたいと存じます。 

 

２．資本準備金の額の減少の要領 

   会社法第 448 条第１項の規定に基づき、資本準備金の全額を減少させ、その他資本剰余金

に振り替えるものです。 

  (1) 減少する準備金の項目及びその額 

     資本準備金     2,002,723,140 円のうち、2,002,723,140 円（全額） 

  (2) 増加する剰余金の項目及びその額 

     その他資本剰余金  2,002,723,140 円 

 

３．剰余金の処分の要領 

   会社法第 452 条の規定に基づき、上記２.による振り替え後のその他資本剰余金の一部を繰

越利益剰余金に振り替えることにより、欠損補填に充当いたします。 

  (1) 減少する剰余金の項目及びその額 

     その他資本剰余金  702,519,752 円 

  (2) 増加する剰余金の項目及びその額 

     繰越利益剰余金   702,519,752 円 
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４．資本準備金の額の減少及び剰余金の処分に関する日程 

  (1) 取締役会決議日        平成 29 年４月 10 日 

  (2) 定時株主総会決議日      平成 29 年５月 26 日（予定） 

  (3) 債権者異議申述公告日     平成 29 年５月 30 日（予定） 

  (4) 債権者異議申述最終期日    平成 29 年７月 ７日（予定） 

  (5) 効力発生日          平成 29 年７月 10 日（予定） 

 

５．今後の見通し 

   本件の資本準備金の額の減少及び剰余金の処分による利益剰余金の繰越欠損の解消（欠損

補填）は、純資産の部の勘定内での振り替えとなりますので、当社の損益及び純資産額に変

動はなく、業績に与える影響はありません。 

   上記の内容につきましては、いずれも平成 29 年５月 26 日開催予定の当社第 69 回定時株主

総会において承認可決されることを条件としております。 

 

以 上 


